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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

(6)「農業資金説明会・農業金融セミナー」開催 

ＪＡ福島担い手サポートセンター（福島県） 

農林中央金庫 福島支店（福島県） 
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1 動機（経緯） 
ＪＡバンク福島全体として、ＪＡ職員の農業融資スキル向上を図るために農業金融セミナ

ーを開催しました。 

2 概要 

ＪＡバンク福島は、2018 年 6 月 26 日に県内ＪＡの営農・金融担当者などを参集し総勢

約 130 名となる大規模な農業資金説明会、農業法人を講師とした農業金融セミナー（Ｊ

Ａ福島担い手サポートセンター共催）を開催しました。 

農業資金説明会は、農業者・農業法人など農業担い手からの高度で多様な相談ニーズへ

の的確な対応と強化を図ることを目的に開催したものであり、県内ＪＡにおける農業金

融の取組み状況と、お客様のニーズに合わせた金融商品の提案方法や、ＪＡ代表者から

の営農・経済・信用事業部門の連携による優良取組事例が発表されました。 

農業金融セミナーでは、長野県で主にレタス栽培を行っている農業法人の有限会社トップ

リバー代表取締役「嶋﨑 秀樹」氏を招き、講演が行われました。 

講演内容は、当社のこれまでの農業経営の常識を翻すビジネスモデル「儲かる農業」の実

践についての内容、全国各地から就農希望者を同法人の研修生として雇用しながら独立を

支援しているなどの当社独自の取組内容が紹介され、高齢化、後継者不足、遊休農地への

対策と農業者・農業法人が儲かる農業の実践に向けて講演を行いました。 

3 成果（効果） 

参加した農業者・農業法人・ＪＡ職員からは、農業経営の高度化や地域との連携のために、

今回学んだ商品知識や優良事例、農業法人の現状などを参考にして業務にあたっていきた

い等の声が多く挙がり、モチベーションの向上にも寄与しました。 

4 今後の予定 
2019 年度についても農業金融セミナーを開催し、ＪＡ融資担当者・営農担当者を対象に

農業融資知識の向上を図ります。 

 

農業金融セミナーの様子 


